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○
総
務
省
令
第
五
十
七
号

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
一
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
及
び
国
有
資
産
等
所
在

市
町
村
交
付
金
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
方
税

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
、
地
方
道
路
譲
与
税
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
十
三
号
）
、
石
油
ガ
ス
譲
与

税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
五
十
七
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
並
び
に
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
四
月
三
十
日

総
務
大
臣

増
田

寛
也

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
又
は
法
人
で
な
い
社
団
若
し
く
は
財
団
で
代
表
者
若
し
く
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
（
法
第
二

百
九
十
四
条
第
八
項
に
お
い
て
法
人
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
次
条
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
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る
。第

一
条
の
二
見
出
し
中
「
法
人
等
」
を
「
法
人
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
人
等
」
を
「
法
人
」
に
、
「
第
十
条
の
二
の
六

」
を
「
第
十
条
の
二
の
八
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
九
中
「
第
六
条
の
二
十
一
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
六
条
の
二
十
一
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
十
第
二
項
中
「
第
七
条
の
四
の
二
第
二
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
七
条
の
四
の
二
第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
、
「
商

工
組
合
中
央
金
庫
」
を
「
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
条
の
十
一

削
除

第
一
条
の
十
二
の
二
第
一
項
及
び
第
一
条
の
十
二
の
三
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
の
三
及
び
第
三
百
十
四
条
の
八
第
一
項

」
を
「
第
三
十
七
条
の
四
及
び
第
三
百
十
四
条
の
九
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
十
三
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

政
令
第
七
条
の
十
四
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
状
況
は
、
次
に
掲
げ
る
状
況
と
す
る
。

一

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
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す
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
同

法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
同
法
第
八
条
第
二
十
項
に
規
定
す

る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
同
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
政
令
第
七
条
の
十
四
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
提
供
の
状
況

二

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
健

康
診
査
の
結
果
に
基
づ
き
同
項
に
規
定
す
る
特
定
保
健
指
導
（
当
該
特
定
健
康
診
査
を
行
つ
た
医
師
の
指
示
に
基
づ
き

行
わ
れ
る
積
極
的
支
援
（
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
五
十
七
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
実
施
基
準
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
積
極
的
支
援
を
い

う
。
）
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
る
者
の
う
ち
そ
の
結
果
が
次
の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該
当
す
る
者

の
そ
の
状
態

イ

実
施
基
準
第
一
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
血
圧
の
測
定
の
結
果
が
高
血
圧
症
と
同
等
の
状
態
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
基
準

ロ

実
施
基
準
第
一
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
血
中
脂
質
検
査
の
結
果
が
脂
質
異
常
症
と
同
等
の
状
態
で
あ
る
と
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認
め
ら
れ
る
基
準

ハ

実
施
基
準
第
一
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
血
糖
検
査
の
結
果
が
糖
尿
病
と
同
等
の
状
態
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

基
準

第
一
条
の
十
五
中
「
第
七
条
の
十
五
の
十
二
第
三
号
」
を
「
第
七
条
の
十
五
の
九
第
三
号
」
に
、
「
が
そ
の
」
を
「
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。
）
が
、
そ
の
」
に
、
「
の
全
部
を
」
を
「
を
当
該
組
合
を
会
員
と
す
る
」
に
、
「

の
共
済
に
付
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
「
（
そ
の
業
務
が
全
国
の
区
域
に
及
ぶ
も
の
に
限
る
。
）
と
の
契
約
に
よ
り

連
帯
し
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
（
当
該
契
約
に
よ
り
当
該
組
合
は
そ
の
共
済
責
任
に
つ
い
て
の
当
該
負
担
部
分
を
有
し
な
い

場
合
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
の

中
「
特
別
徴
収
義
務
者
を
経
由
し
て
」
を
「
特
別
徴
収
に
係
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

（三）

同
表
の

」
を
「
同
表
の

」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(五)

(六)
申

告

書

等

の

種

類

様

式

市
町
村
民
税

第
五
号
の
四
様
式
（
別
表
）

申
告
書
（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
二

道
府
県
民
税

(一)
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第
一
項
の
申
告
書
）

給
与
所
得
者
・
公
的
年
金
等
受
給
者
用
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
附
金
控

第
五
号
の
五
様
式

(二)
除
申
告
書
（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
二
第
三
項
の
申

告
書
）

寄
附
金
税
額
控
除
申
告
書
（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
七
条

第
五
号
の
五
の
二
様
式

(三)
の
二
第
三
項
の
申
告
書
）

給
与
所
得
者
・
公
的
年
金
等
受
給
者
用
繰
越
控
除
申
告
書
（
法
第
四
十
五
条
の

第
五
号
の
六
様
式

(四)
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
二
第
三
項
の
申
告
書
）

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
申
請
書
（
政
令
第
七
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
七

第
五
号
の
七
様
式

(五)
条
の
三
の
四
第
一
項
（
政
令
第
四
十
六
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
申
請
書
）

市
町
村
民
税

第
五
号
の
八
様
式

納
入
申
告
書
（
法
第
五
十
条
の
五
及
び
第
三
百
二
十
八
条
の
五
第

道
府
県
民
税

(六)
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二
項
の
納
入
申
告
書
）

退
職
所
得
申
告
書
（
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
百
二
十
八
条
の
七
第

第
五
号
の
九
様
式

(七)
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
）

第
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の

中
「
第
三
十
七
条
の
二
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
」
を
「
第
三
十
七
条
の
三
及
び
第
三
百

（三）

十
四
条
の
八
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
第
二
項
第
六
号
中
「
又
は
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
配
当
等
」
を
削
る
。

第
二
条
の
六
中
「
個
人
」
を
「
給
与
所
得
に
係
る
個
人
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
法
人
等
」
を
「
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者

又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
（
法
第
二
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
法
人
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
道
府
県
民

税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の

あ
る
も
の
」
を
削
る
。

第
三
条
の
四
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
租
税
条
約
に
基
づ
く
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
道
府
県
民
税
の
徴
収
猶
予
の
申
請
書
類
）
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第
三
条
の
四
の
二

政
令
第
九
条
の
九
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
様
式
は
、
第
十
号
の
五
様
式
と
す
る
。

２

政
令
第
九
条
の
九
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
の
申
立
て
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
又
は
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す

べ
き
法
人
税
割
額
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
四
第
十
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定
に
係
る
法
人
税
額

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
前
号
の
申
立
て
に
係
る
条
約
相
手
国
（
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条

約
相
手
国
を
い
う
。
第
三
条
の
四
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
の
相
互
協
議
（
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
相
互
協
議
を
い
う
。
次
条
か
ら
第
三
条
の
四
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
書
類

三

政
令
第
九
条
の
九
の
八
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
供
託
書
の
正
本
、
抵
当

権
を
設
定
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
保
証
人
の
保
証
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
担
保
の
提
供
に
関
す
る
書
類

（
法
第
五
十
五
条
の
三
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
通
知
）

第
三
条
の
四
の
三

法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
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一

租
税
条
約
（
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
租
税
条
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
条
の
四
の
五
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
が
行
わ
れ
た
日

三

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
法
人
税
額
（
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
税
額
を
い
う
。
）
の
事
業
年

度
四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
政
令
第
九
条
の
九
の
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
つ
た
日

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３

法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
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二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
合
意
が
行
わ
れ
た
日

三

前
号
の
合
意
に
基
づ
く
法
人
税
額
（
法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
法
人
税
額
を
い
う
。
）
の
事
業
年
度

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
租
税
条
約
に
基
づ
く
連
結
親
法
人
の
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
道
府
県
民
税
の
徴
収
猶
予
の
申
請
書

類
）

第
三
条
の
四
の
四

政
令
第
九
条
の
九
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
様
式
は
、
第
十
号
の
五
様
式
と
す
る
。

２

政
令
第
九
条
の
九
の
九
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

連
結
親
法
人
（
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
同
項

の
申
立
て
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
又
は
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す

べ
き
法
人
税
割
額
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
十
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定
に
係
る
連
結

法
人
税
額
に
係
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
前
号
の
申
立
て
に
係
る
条
約
相
手
国
と
の
間

の
相
互
協
議
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
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三

政
令
第
九
条
の
九
の
九
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
供
託
書
の
正
本
、
抵
当

権
を
設
定
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
保
証
人
の
保
証
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
担
保
の
提
供
に
関
す
る
書
類

（
法
第
五
十
五
条
の
五
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
通
知
）

第
三
条
の
四
の
五

法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
連
結
親
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
対
象
連
結
法
人
（
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
連
結
法
人
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

三

第
一
号
の
申
立
て
が
行
わ
れ
た
日

四

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
（
法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
を

い
う
。
）
の
連
結
事
業
年
度

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
五
十
五
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
連
結
親
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
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二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
対
象
連
結
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

三

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
政
令
第
九
条
の
九
の
九
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
日

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３

法
第
五
十
五
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
連
結
親
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
対
象
連
結
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

三

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
合
意
が
行
わ
れ
た
日

四

前
号
の
合
意
に
基
づ
く
個
別
帰
属
法
人
税
額
（
法
第
五
十
五
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
を
い

う
。
）
の
連
結
事
業
年
度

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
五
条
の
二
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
租
税
条
約
に
基
づ
く
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
税
の
徴
収
猶
予
の
申
請
書
類
）
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第
五
条
の
三

政
令
第
三
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
様
式
は
、
第
十
号
の
五
様
式
と
す
る
。

２

政
令
第
三
十
二
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
の
申
立
て
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
又
は
更

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
四

第
十
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定
に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
所
得
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
及

び
前
号
の
申
立
て
に
係
る
条
約
相
手
国
（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
約
相
手
国
を
い
う
。

第
五
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
の
相
互
協
議
（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
相
互
協

議
を
い
う
。
次
条
か
ら
第
五
条
の
六
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三

政
令
第
三
十
二
条
の
四
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
供
託
書
の
正
本
、
抵
当

権
を
設
定
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
保
証
人
の
保
証
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
担
保
の
提
供
に
関
す
る
書
類

（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
三
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
通
知
）

第
五
条
の
四

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
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る
。

一

租
税
条
約
（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
条
の
六
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
が
行
わ
れ
た
日

三

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
所
得
（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
所
得
を
い
う
。
）
の
事
業
年
度

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
政
令
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
つ
た
日

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
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一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
合
意
が
行
わ
れ
た

日
三

前
号
の
合
意
に
基
づ
く
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
所
得
（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す

る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
所
得
を
い
う
。
）
の
事
業
年
度

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
租
税
条
約
に
基
づ
く
連
結
親
法
人
の
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
税
の
徴
収
猶
予
の
申
請
書
類
）

第
五
条
の
五

政
令
第
三
十
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
様
式
は
、
第
十
号
の
五
様
式
と
す
る
。

２

政
令
第
三
十
二
条
の
五
第
四
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

連
結
親
法
人
（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
同
項
の
申
立
て
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
又
は
更

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
所
得
割
額
若
し
く
は
付
加
価
値
割
額
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
八



- 15 -

十
八
第
十
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定
に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
連
結
所
得
に
係
る
個
別
所
得
金

額
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
前
号
の
申
立
て
に
係
る
条
約
相
手
国
と
の
間
の
相
互
協
議
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
書
類

三

政
令
第
三
十
二
条
の
五
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
供
託
書
の
正
本
、
抵
当

権
を
設
定
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
保
証
人
の
保
証
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
担
保
の
提
供
に
関
す
る
書
類

（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
五
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
通
知
）

第
五
条
の
六

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
連
結
親
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
対
象
連
結
法
人
（
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
連
結
法
人
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

三

第
一
号
の
申
立
て
が
行
わ
れ
た
日

四

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
連
結
所
得
に
係
る
個
別
所
得
金
額
（
法
第
七
十
二
条
の
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三
十
九
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
連
結
所
得
に
係
る
個
別
所
得
金
額
を
い
う
。
）
の

事
業
年
度

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
連
結
親
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

前
号
の
申
立
て
に
係
る
対
象
連
結
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

三

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
政
令
第
三
十
二
条
の
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
日

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

租
税
条
約
に
規
定
す
る
申
立
て
を
し
た
連
結
親
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

二

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
対
象
連
結
法
人
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地

三

第
一
号
の
申
立
て
に
係
る
相
互
協
議
に
お
い
て
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
合
意
が
行
わ
れ
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た
日

四

前
号
の
合
意
に
基
づ
く
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
連
結
所
得
に
係
る
個
別
所
得
金
額
（
法
第
七
十
二
条
の
三

十
九
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
法
人
税
額
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
連
結
所
得
に
係
る
個
別
所
得
金
額
を
い
う
。
）
の
事

業
年
度

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
六
条
の
二
第
五
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。

第
七
条
の
三
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
の
三
第
二
項
中
「
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
」
を
「
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
四
の
見
出
し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
特
別
徴
収
税
額
」
を
「
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
」
に

改
め
る
。

第
九
条
の
五
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
市
町
村
の
特
別
徴
収
の
通
知
）



- 18 -

第
九
条
の
六

法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
五
第
一
項
（
法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
の
氏
名
、
住
所
、
性
別
及
び
生
年
月
日

二

特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
種
類
及
び
額
並
び
に
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
支

払
を
す
る
者
（
第
九
条
の
七
第
二
号
及
び
第
九
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
「
年
金
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の
名
称

（
市
町
村
が
年
金
保
険
者
等
に
対
す
る
通
知
を
行
う
事
由
等
）

第
九
条
の
七

法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七
第
二
項
（
法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
が
法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得

者
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
（
法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）

二

当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
前
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の

合
算
額
（
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
均
等
割
額
を
法
第
三
百
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
と
し
、
法
第
三
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百
二
十
一
条
の
七
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
給
与
所
得
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得

割
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。
）
が
、
法
第
三

百
二
十
一
条
の
七
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
保
険
者
に
対
し
て
通
知
さ
れ
た
後
の
当
該
年
度
中
に
変
更
さ
れ
た

場
合

（
市
町
村
と
年
金
保
険
者
と
の
間
に
お
け
る
通
知
の
方
法
）

第
九
条
の
八

社
会
保
険
庁
長
官
は
、
法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
三
及
び
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七
第
四
項
（
法
第
三

百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
通
知
を
す

る
場
合
並
び
に
政
令
第
四
十
八
条
の
九
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
通
知
を
す
る
場
合
に
は
、
公
的
年
金
等

に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
町
村
民
税
の
特
別
徴
収
に
関
す
る
事
務
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人
と

し
て
総
務
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
法
人
」
と
い
う
。
）
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
は
、
政
令
第
四
十
八
条
の
九
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
通
知
を
す
る
場

合
に
は
、
指
定
法
人
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
は
、
法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
五
第
一
項
及
び
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
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第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
年
金
保
険
者
に

通
知
を
す
る
場
合
に
は
、
指
定
法
人
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
条
第
四
項
中
「
及
び
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
（
法
第
二
百
九
十
四

条
第
八
項
に
お
い
て
法
人
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
十
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
法
人
等
」
を
「
法
人
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
の
七
を
第
十
条
の
二
の
九
と
し
、
第
十
条
の
二
の
六
を
第
十
条
の
二
の
八
と
し
、
第
十
条
の
二
の
五
の
次
に

次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
租
税
条
約
に
基
づ
く
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
市
町
村
民
税
の
徴
収
猶
予
の
申
請
書
類
）

第
十
条
の
二
の
六

政
令
第
四
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
様
式
は
、
第
二
十
二
号
の
二
の
二
様

式
と
す
る
。

２

政
令
第
四
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

法
第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
の
二
第
一
項
の
申
立
て
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

法
第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
又
は
更
正
若
し
く
は
決
定
に



- 21 -

よ
り
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
四
第
十
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定
に
係

る
法
人
税
額
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
前
号
の
申
立
て
に
係
る
条
約
相
手
国
（
法
第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
約
相
手
国
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
の
相
互
協
議
（
法
第
三
百
二
十
一
条

の
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
相
互
協
議
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
書
類

三

政
令
第
四
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
供
託
書
の
正
本

、
抵
当
権
を
設
定
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
保
証
人
の
保
証
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
担
保
の
提
供
に
関
す
る
書
類

（
租
税
条
約
に
基
づ
く
連
結
親
法
人
の
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
市
町
村
民
税
の
徴
収
猶
予
の
申
請
書

類
）

第
十
条
の
二
の
七

政
令
第
四
十
八
条
の
十
五
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
様
式
は
、
第
二
十
二
号
の
二
の
二
様

式
と
す
る
。

２

政
令
第
四
十
八
条
の
十
五
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

連
結
親
法
人
（
法
第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
を
い
う
。
）
が
同
項
の
申
立
て
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を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

法
第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
又
は
更
正
若
し
く
は
決
定
に

よ
り
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
十
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
更
正
決
定

に
係
る
連
結
法
人
税
額
に
係
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
前
号
の
申
立
て
に
係
る
条
約
相

手
国
と
の
間
の
相
互
協
議
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三

政
令
第
四
十
八
条
の
十
五
の
四
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
供
託
書
の
正
本

、
抵
当
権
を
設
定
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
保
証
人
の
保
証
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
担
保
の
提
供
に
関
す
る
書
類

第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
本
項
」
を
「
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
の
規
定
に
よ
る
許
可
」
を
削
り
、
「

同
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
省
令
の
規
定
に
よ
る
承
認
」
を
「
特
定
大
臣
許
可
漁

業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
農
林
水
産
省
令
第
五
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
」
に
、
「

許
可
等
」
を
「
許
可
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
ロ
中
「
同
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
の
定
め

る
省
令
の
規
定
に
よ
る
承
認
」
を
「
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
許
可
等
」
を
「
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
本
号
」
を
「
こ
の
号
」
に
改
め
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る
。第

十
六
条
の
十
第
一
項
中
「
本
項
」
を
「
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
出
資
金
の
う
ち
に
」
の
下
に
「
生
糸
の

輸
入
に
係
る
調
整
等
に
関
す
る
法
律
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
加
え
、
「

同
法
」
を
「
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
法
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
条

第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
十
二
第
二
項
中
「
又
は
」
の
下
に
「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）

附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
前
の
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
十
二
の
二
か
ら
第
十
六
条
の
十
二
の
四
ま
で
を
削
る
。

第
十
七
条
の
十
一
の
見
出
し
及
び
同
条
第
二
項
中
「
一
般
国
道
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
」
を
加
え
、
同
条
第
三

項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

道

路

の

種

別

率

砂

利

道

〇
・
七

指
定
区
間
内
の
一
般
国
道

舗

装

道

〇
・
六
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一
般
国
道
（
橋
り
よ
う
を
除
く
。
）

砂

利

道

一
・
〇

指
定
区
間
外
の
一
般
国
道

舗

装

道

〇
・
六

高
速
自
動
車
国
道
（
橋
り
よ
う
を
除
く
。
）

〇
・
六

砂

利

道

一
・
〇

都
道
府
県
道
（
橋
り
よ
う
を
除
く
。
）

舗

装

道

〇
・
五

橋
り
よ
う

四
・
三

第
十
七
条
の
十
一
第
四
項
中
「
一
般
国
道
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
二
の
二
の
見
出
し
中
「
素
材
生
産
業
を
営
む
者
」
を
「
委
託
を
受
け
て
農
作
業
を
行
う
者
等
」
に
改
め
、
同

条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

委
託
を
受
け
て
農
作
業
を
行
う
者
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
農
作
業

政
令
第
五
十
六
条
の
三
の
三
に
規
定
す
る

）
の
す
べ
て
の
委
託
を
受
け
て
農
作
業
を
行

の
う
ち
基
幹
的
な
作
業
（
専
ら
機
械
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。

う
者
と
す
る
。
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第
二
十
四
条
の
七
第
一
号
中
「
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
よ
る
法
人
で
あ
る
国
家
公
務
員

の
団
体
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
に
よ
る
法
人
で
あ
る
地
方
公
務
員
の
団
体
」
を
「
職

員
団
体
等
に
対
す
る
法
人
格
の
付
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
号
）
に
よ
る
法
人
で
あ
る
職
員
団
体
等

」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
」
を
「
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人

一
般
社
団
法

、

人
（
非
営
利
型
法
人
（
法
人
税
法
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
非
営
利
型
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
（
非
営
利
型
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改

め
る
。

第
二
十
四
条
の
十
一
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
二
号
」
を
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第

一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
三
号
」
を
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
二
号
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
四
号
」
を
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
及
び
第
六
項
中
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
五
号
」
を
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「

第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
七
号
」
を
「
第
五
十
六
条
の
五
十
三
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
十
二
中
「
農
林
漁
業
金
融
公
庫
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
」
を
「
株
式
会
社
日
本
政
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策
金
融
公
庫
」
に
改
め
、
「
大
規
模
野
菜
低
温
貯
蔵
庫
及
び
」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
三
十
一
中
「
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
二
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
二
第
三
項
第

一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
三
十
二
を
削
り
、
第
二
十
四
条
の
三
十
三
を
第
二
十
四
条
の
三
十
二
と
し
、
第
二
十
四
条
の
三
十
四
か
ら

第
二
十
四
条
の
三
十
九
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
六
中
「
又
は
農
業
協
同
組
合
連
合
会
」
を
「
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
漁
業
協
同
組
合
又
は
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
」
に
改
め
、
「
第
九
十
八
条
」
の
下
に
「
又
は
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
一
の
見
出
し
中
「
附
則
第
七
条
第
三
十
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条

第
一
項
中
「
附
則
第
七
条
第
三
十
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
十
九
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則

第
七
条
第
三
十
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
十
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
二
と
し

、
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
政
令
附
則
第
七
条
第
三
十
項
の
施
設
）

第
三
条
の
二
の
二
十
三

政
令
附
則
第
七
条
第
三
十
項
に
規
定
す
る
助
産
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
総
務
省
令
で
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定
め
る
も
の
は
、
医
療
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
同
法
第
八
条
若
し
く
は
医
療
法
施

行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
十
一
号
又
は
同
規
則
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
平

面
図
に
お
い
て
示
さ
れ
た
分
べ
ん
室
、
陣
痛
室
、
新
生
児
室
、
授
乳
室
そ
の
他
助
産
に
必
要
な
施
設
と
す
る
。

（
政
令
附
則
第
七
条
第
三
十
二
項
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
）

第
三
条
の
二
の
二
十
四

政
令
附
則
第
七
条
第
三
十
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
主
と
し
て
重
量
挙
げ
及
び
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
用
具
を
用
い
、
室
内
に
お
い
て
健
康
管
理
及
び
体

力
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
を
行
う
施
設
を
い
う
。
）
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
及
び
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
施
設
と
す
る
。

（
法
附
則
第
十
一
条
第
三
十
一
項
の
額
）

第
三
条
の
二
の
二
十
五

法
附
則
第
十
一
条
第
三
十
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会

社
が
取
得
し
た
家
屋
に
対
応
す
る
同
項
に
規
定
す
る
承
継
家
屋
の
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
い
て
日
本
国

有
鉄
道
の
財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
た
価
格
と
す
る
。

（
政
令
附
則
第
七
条
第
三
十
四
項
の
施
設
）
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第
三
条
の
二
の
二
十
六

政
令
附
則
第
七
条
第
三
十
四
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
及

び
物
品
販
売
施
設
並
び
に
駐
車
施
設
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
を
附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
一
と
し
、
附
則
第
三
条
の
二
の
十
九
を
附
則
第
三
条
の
二
の
二
十

と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
八
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十

項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
九
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
七
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
九
項
」

に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
八
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
七
項
」
に

改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
七
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
五
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
と
し
、
附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
五
と

す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
三
第
二
項
中
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
第
二
項
各
号
」
を
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
二
第
二
項
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各
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
第
二
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
三
条

の
二
の
十
二
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
二
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
三
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
第
二
項
中
「
、
第
三
号
」
を
「
、
第
二
号
」
に
、
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
三
第
二
項
」
を
「

附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

定
義
内
閣
府
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
、
第
十
六
号
か
ら
第
二

十
二
号
ま
で
、
第
二
十
五
号
及
び
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
者

二

定
義
内
閣
府
令
第
十
条
第
一
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
者

三

定
義
内
閣
府
令
第
十
条
第
一
項
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
の

う
ち
次
に
掲
げ
る
者

イ

有
価
証
券
報
告
書
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

有
価
証
券
報
告
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
出
し
て
い
る
者
で
、
定
義
内
閣
府
令
第
十
条
第

一
項
第
二
十
三
号
の
届
出
を
行
つ
た
日
以
前
の
直
近
に
提
出
し
た
有
価
証
券
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
当
該
有
価
証
券
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報
告
書
に
係
る
事
業
年
度
及
び
当
該
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
（
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内

閣
府
令
（
昭
和
四
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
一
条
第
二
十
号
の
四
に
規
定
す
る
外
国
会
社
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
外
国
会
社
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
財
務
書
類
）
に
お
け
る
財
務
諸
表
等
規
則
第
十
七
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
外
国

会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
に
相
当
す
る
も
の
）
の
金
額
及
び
財
務
諸
表
等
規
則
第
三
十
二

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
投
資
有
価
証
券
（
外
国
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
号
に
掲
げ
る
投
資
有
価
証
券
に
相

当
す
る
も
の
）
の
金
額
の
合
計
額
が
百
億
円
以
上
で
あ
る
も
の

ロ

海
外
年
金
基
金
（
厚
生
年
金
基
金
、
企
業
年
金
連
合
会
又
は
企
業
年
金
基
金
に
類
す
る
も
の
で
次
に
掲
げ
る
要
件

の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
そ
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
保
有
さ
れ
て
い
る
内
国
法
人
（
資
産
の

流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
目
的
会
社
及
び
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
投
資
法
人
を
除
く
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。

）
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外
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(1)

外
国
に
お
い
て
主
と
し
て
退
職
年
金
、
退
職
手
当
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
報
酬
を
管
理
し
、
又
は
給
付
す
る

(2)
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
。

ハ

定
義
内
閣
府
令
第
十
条
第
一
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
者
に
よ
り
そ
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
保
有
さ
れ
て
い
る

内
国
法
人

附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
二
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
第
一
項
中
「
又
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
」
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
九
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
項
」
に
改
め

、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
八
第
一
項
中
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
三
」
を
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
九
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
七
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
一
条
第
八
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
六
項
」
に
改
め
、

同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
八
と
し
、
附
則
第
三
条
の
二
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
政
令
附
則
第
六
条
の
十
六
第
九
項
の
不
動
産
）

第
三
条
の
二
の
七

政
令
附
則
第
六
条
の
十
六
第
九
項
第
三
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
線
路
設
備
、
電

路
設
備
、
停
車
場
、
変
電
所
、
車
庫
、
工
場
、
倉
庫
及
び
詰
所
の
用
に
供
す
る
不
動
産
と
す
る
。

附
則
第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
総
務
省
令
で
定
め
る
許
容
限
度
」
を
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
一
を
超

え
な
い
も
の
で
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
」
に
改
め
、
「
平
成
二
十
二
年
度
燃

費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」

を
、
「
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
の
下
に
「
又
は
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
第
五
項
及
び
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま

で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
平
成
十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
一
号
」
を
「
平
成
十
九
年
経
済

産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
二
号

」
を
「
平
成
十
九
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
エ
ネ
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ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
自
動
車
の
う
ち
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化

物
排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
四
号

」
に
、
「
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
」
を
「
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
又
は
平

成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
に
、
「
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
」
を
「
平
成
十
七
年

度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
又
は
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
の
下
に
「

又
は
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
を
、
「
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上

達
成
車
」
の
下
に
「
又
は
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し

、
同
条
第
四
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
四
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

「
第
三
条
第
二
号
」
を
「
第
三
条
第
六
号
」
に
、
「
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
八
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
四
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
基
準
と
す
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る
。

５

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
四
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
天
然
ガ
ス
軽
量
車
基
準

に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
自
動
車
に
係
る
窒
素

酸
化
物
の
排
出
量
が
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
表
の
イ
に
掲
げ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
同
号
の
表
の
イ
に

掲
げ
る
値
、
同
号
の
表
の
ロ
に
掲
げ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
同
号
の
表
の
ロ
に
掲
げ
る
値
、
同
号
の
表
の
ハ
に
掲
げ
る
自

動
車
に
つ
い
て
は
同
号
の
表
の
ハ
に
掲
げ
る
値
の
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
特
定
基
準
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
し
て
い
る
自
動
車
と
す
る
。

６

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
九
号
の
基
準
と
す

る
。

７

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
天
然
ガ
ス
重
量
車
基
準

に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
自
動
車
に
係
る
窒
素

酸
化
物
の
排
出
量
が
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
九
号
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
自
動
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車
で
、
か
つ
、
特
定
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
し
て
い
る
自
動
車
と
す
る
。

附
則
第
六
条
第
十
三
項
中
「
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
規
定
」
及
び
「
並
び
に
第
十
九
項
第
三
号
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の

焼
却
施
設
」
を
削
り
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
二
十
五
項
及
び
第
三
十
三
項
」
を
「
第
二
十
四
項
及
び
第
三
十
項
」
に
改
め

、
同
条
第
二
十
四
項
を
削
り
、
同
条
第
二
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
七
項
」
に

改
め
、
「
第
七
条
第
五
号
」
の
下
に
「
、
第
七
号
及
び
第
八
号
」
を
加
え
、
「
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
」
及
び
「
同
条
第

八
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「
焼
却
施
設
で
、
」
を
「
焼
却
施
設
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条

第
二
十
六
項
を
削
り
、
同
条
第
二
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
一
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
項
を
削
り
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
三
項
」
を
「

附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
三
項

」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第

十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十
四
項
を
同
条
第
三
十
一
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項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
を
同
条
第
三
十
二
項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
」
を
「
附
則
第

十
一
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
六
項
」
を
「

附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
六
項

」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
鉄
道
駅
耐
震
補
強

事
業
に
係
る
補
助
」
を
「
鉄
道
施
設
の
安
全
対
策
事
業
に
係
る
補
助
の
う
ち
鉄
道
駅
の
耐
震
補
強
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
も

の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第
四
十
項
を
同
条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
四
十
一
項
か
ら
第
四

十
三
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
一
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
第
四
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
三
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
十

一
条
第
二
十
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
四
十
七
項
及
び
同
条
第
四
十
八
項
を
削
り
、

同
条
第
四
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第

二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

建
設
廃
棄
物
再
生
処
理
業

建
設
混
合
廃
棄
物
選
別
装
置
（
建
設
工
事
に
伴
つ
て
生
じ
た
混
合
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
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ー
ト
廃
材
、
木
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
陶
磁
器
く
ず
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
が
混
合
さ
れ
た
も
の
を
い

う
。
）
を
種
類
ご
と
に
選
別
す
る
も
の
の
う
ち
、
選
別
機
、
磁
選
機
、
分
級
機
、
破
砕
機
、
排
風
集
じ
ん
機
、
搬
送
装

置
及
び
操
作
制
御
装
置
を
同
時
に
設
置
す
る
場
合
の
こ
れ
ら
の
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
設
置
す
る

専
用
の
ポ
ン
プ
又
は
配
管
を
含
む
。
）

二

廃
木
材
再
生
処
理
業

廃
木
材
破
砕
・
再
生
処
理
装
置
（
専
ら
木
材
・
木
製
品
製
造
業
を
営
む
者
が
設
置
す
る
廃
木

材
（
建
設
発
生
廃
木
材
、
流
通
発
生
廃
木
材
又
は
生
活
発
生
廃
木
材
に
限
る
。
）
の
破
砕
に
よ
り
再
生
資
材
を
製
造
す

る
も
の
の
う
ち
、
破
砕
機
（
チ
ッ
パ
を
除
く
。
）
、
選
別
機
、
分
級
機
、
搬
送
装
置
及
び
操
作
制
御
装
置
を
同
時
に
設

置
す
る
場
合
の
こ
れ
ら
の
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
設
置
す
る
専
用
の
排
風
集
じ
ん
機
、
ポ
ン
プ
又

は
配
管
を
含
む
。
）

附
則
第
六
条
第
四
十
九
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同

項
第
六
号
中
「
食
品
循
環
資
源
再
生
処
理
装
置
で
」
を
「
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
十
条
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
従
つ
て
実
施
す
る
再
生
利
用
事
業
の
用
に
供
す
る
食
品
循
環

資
源
再
生
処
理
装
置
で
、
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
十
項
中
「
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附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
」
に
、
「
前
項
第
六
号
」
を
「
前
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
五
十
一
項
を
削
り
、
同
条
第
五
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第

十
五
条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
静
岡
県
の
項
中
「
伊
東
市
」
の
下
に
「
、
島
田
市
」
を
加
え
、
「
、
榛
原
郡
川
根

町
及
び
同
郡
川
根
本
町
」
を
「
及
び
榛
原
郡
川
根
本
町
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
第
五
十
三
項
中

「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第

五
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と

し
、
同
条
第
五
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
十
六
項
と
し
、
同
条
第
五
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
五
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
七
項
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
九
項
」
を
「
第
五
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
五
十
八
項
中

「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
第

五
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
項
と
し
、

同
条
第
六
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
六
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十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第
六
十
二
項
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
二
項
に

お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
十
一
項
と
し
、
同
条
第
六
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
」
を
「

附
則
第
十
一
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
二
項
と
し
、
同
条
第
六
十
二
項
を
削
り
、
同
条
第
六
十
三
項
中

「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
三
項
と
し
、
同
条
第

六
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
に
、
「
同
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
同

条
第
三
項
第
一
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
四
項
と
し
、
同
条
第
六
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十

六
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
三
項
第
一
号
」
に
、
「
第
七
十
項
」
を
「
第
五
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
五
十
五
項
と
し
、
同
条
第
六
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
三
項
第

一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
六
項
と
し
、
同
条
第
六
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
第
二
号
」
を
「
附

則
第
十
五
条
第
二
十
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
七
項
と
し
、
同
条
第
六
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第

二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
八
項
と
し
、
同
条
第
六
十
九
項
中
「
附
則

第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
九
項
と
し
、
同
条
第
七
十
項

中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
項
と
し
、
同
条
第
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七
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
一
項
と

し
、
同
条
第
七
十
二
項
を
削
り
、
同
条
第
七
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第

二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
三
項
と
し
、
同
条
第
七
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
一
項
」
を
「
附
則

第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
四
項
と
し
、
同
条
第
七
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
二
項

」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
五
項
と
し
、
同
条
第
七
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条

第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
六
項
と
し
、
同
条
第
七
十
八
項
中
「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
七
項
と
し
、
同
条
第
七
十

九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
八
項
と
し
、

同
条
第
八
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
一
項
」
に
、
「
鉄
道
事
業
又
は
軌
道
経
営

の
近
代
化
を
促
進
し
、
保
安
度
を
向
上
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
補
助
」
を
「
鉄
道
施
設
の
安
全
対
策
事
業
に
係
る
補
助
の

う
ち
老
朽
化
し
た
橋
り
ょ
う
若
し
く
は
ト
ン
ネ
ル
の
大
規
模
な
改
良
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
も
の
又
は
輸
送
高
度
化
事
業
に

係
る
補
助
の
う
ち
安
全
性
の
向
上
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
九
項
と
し
、
同
条
第
八
十
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一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
項
と
し
、
同

条
第
八
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
一
項
」
に
、
「
前
項
第
一
号
、
第
二
号
、

第
三
号
」
を
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
十
三
項
中
「
附
則

第
十
一
条
第
五
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
十
四
項

中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
に
、
「
施
設
で
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
「
施
設
の
う
ち
、
牛
、
馬
、
豚
又
は
鶏
の
排
せ
つ
物
を
発
酵
さ
せ
て
た
い
肥
そ
の
他
の
肥

料
と
す
る
た
め
の
施
設
（
そ
の
容
積
が
、
牛
又
は
馬
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
八
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
豚
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
鶏
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
で

あ
つ
て
、
屋
根
、
側
壁
（
高
さ
が
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
専
用
の
攪
拌
装
置
又
は
送
風
装
置
を
有

す
る
も
の
と
し
て
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
十
三
項
と
し
、
同
条
第
八
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一

条
第
五
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
七
項
」
に
改
め
、
「
又
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七

十
四
項
と
し
、
同
条
第
八
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
五
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
七
十
五
項
と
し
、
同
条
第
八
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
に
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改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
六
項
と
し
、
同
条
第
八
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十

六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
七
項
と
し
、
同
条
第
八
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十

五
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
八
項
と
し
、
同
条
第
九
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
項
」
を
「
附

則
第
十
一
条
第
五
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
九
項
と
し
、
同
条
第
九
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
二

項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
五
十
八
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
項
と
し
、
同
条
第
九
十
二
項
中
「

附
則
第
十
一
条
第
六
十
二
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
五
十
八
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
一
項
と

し
、
同
条
第
九
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
五
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

八
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
八
十
三
項
と
し
、
同
条
第
九
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
四
項
と
し
、
同
条
第
九
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
六

十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
五
項
と
し
、
同
条
第
九
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
六
項
」
を
「
附
則
第

十
一
条
第
六
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
六
項
と
し
、
同
条
第
九
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
九
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
に
、
「
地
下
駅
火
災
対
策
施
設
整
備
事
業
費
に
係
る
補
助
」
を
「
鉄
道
施
設
の
安
全
対
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策
事
業
に
係
る
補
助
の
う
ち
地
下
駅
の
火
災
対
策
施
設
整
備
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十

七
項
と
し
、
同
条
第
九
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
八
十
八
項
と
し
、
同
条
第
百
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
六
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
八
十
九
項
と
し
、
同
条
第
百
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
七
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
六
十
九
項
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
百
四
項
及
び
第
百
五
項
」
を
「
第
九
十
三
項
及
び
第
九
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九

十
項
と
し
、
同
条
第
百
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
九
十
一
項
と
し
、
同
条
第
百
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
二
項
」
に
、
「
第
百

五
項
」
を
「
第
九
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
十
二
項
と
し
、
同
条
第
百
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
六
項

」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
十
三
項
と
し
、
同
条
第
百
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第

五
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
五
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
十
四
項
と
し
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
五
条
第
五
十
八
項
に
規
定
す
る
家
屋
又
は
償
却
資
産
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

95
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
路
線
に
係
る
鉄
道
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
国
土
交
通
大
臣

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
証
明
を
受
け
た
家
屋
又
は
償
却
資
産
と
す
る
。
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一

線
路
設
備

二

電
路
設
備

三

停
車
場
、
変
電
所
、
車
庫
、
工
場
、
倉
庫
又
は
詰
所

四

車
両

法
附
則
第
十
五
条
第
五
十
八
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
鉄
道
施
設
の
安
全
対
策
事

96
業
に
係
る
補
助
の
う
ち
老
朽
化
し
た
橋
り
ょ
う
若
し
く
は
ト
ン
ネ
ル
の
大
規
模
な
改
良
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
も
の
又
は

輸
送
高
度
化
事
業
に
係
る
補
助
と
す
る
。

第
九
十
五
項
の
規
定
は
法
附
則
第
十
五
条
第
五
十
九
項
に
規
定
す
る
家
屋
又
は
償
却
資
産
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

97
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
法
附
則
第
十
五
条
第
五
十
九
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

政
令
附
則
第
十
一
条
第
七
十
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
及
び
物
品
販
売
施
設

98
並
び
に
駐
車
施
設
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
割
合
並
び
に
」
を
「
割
合
、
」
に
改
め
、
「
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
専
有
部
分
の
床
面
積
に
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対
す
る
割
合
」
の
下
に
「
、
同
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る
特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
当
該
熱
損
失
防
止
改
修
住
宅
の

床
面
積
に
対
す
る
割
合
並
び
に
同
条
第
四
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
当
該
熱
損
失
改
修
専
有
部
分

の
床
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
附
則
第
十
六
条
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
の
八
第
四
項
」
に

、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
法
附
則
第
十
五
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
附
則
第
十
六
条
第
八
項
」
を
「
附

則
第
十
五
条
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
附
則
第
十
六
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
」
を
「
附
則
第

十
五
条
の
九
第
六
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
附
則
第
十
六
条
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五

条
の
九
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
附
則
第
十
六
条
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
の
九
第
四
項
」
に
、
「
改

修
工
事
」
を
「
居
住
安
全
改
修
工
事
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

政
令
附
則
第
十
二

特
定
居
住
用
部
分

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
の

条
第
四
十
項
第
二

の
床
面
積

床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に

号

よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

政
令
附
則
第
十
二

特
定
居
住
用
部
分

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
の

条
第
四
十
一
項

の
床
面
積

床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
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よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

熱
損
失
防
止
改
修

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
の

専
有
部
分
の
床
面

床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
熱
損
失
防
止
改
修
専
有
部
分
の
床
面
積

積

の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

附
則
第
七
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と

し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
十
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
十
一
項
に
規
定
す
る
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

二

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
九
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
旨
を
証
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
総

務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類

三

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

附
則
第
七
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
施
行
地
区
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
附

則
第
三
条
の
二
の
十
四
」
を
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
同
条
第
十
九
項
」
の
下
に
「
、
第
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二
十
三
項
及
び
第
二
十
七
項
」
を
加
え
、
同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
第
二
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の

二
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
」
を
「
固
定
資
産
課
税
台
帳

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
五
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

災
害
被
災
家
屋
（
政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第
二
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
第
一
号
に
規
定
す

る
災
害
被
災
家
屋
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
被
災
償
却
資
産
（
政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第

二
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
災
償
却
資
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
所
有
し
て
い
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
当

該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
の
所
在
地
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
当
該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資

産
が
平
成
十
九
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
災
害
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
能
登
半
島
地
震
災
害
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
当
該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が
証
す
る
書

類
そ
の
他
の
当
該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
が
能
登
半
島
地
震
災
害
に
よ
り
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
旨

を
証
す
る
書
類
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ロ

災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
が
平
成
十
九
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
た
旨
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
が
存
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
及
び
災

害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
家
屋
又
は
償
却
資
産
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

ハ

政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第
二
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

者
又
は
同
条
第
二
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
六
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
が
、
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
五
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
号
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第

二
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
同
条
第
二
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
十
六
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
戸
籍
の
謄
本
又
は
法
人
に
係
る
登
記
事
項
証

明
書
、
同
条
第
二
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
被
災
償
却
資
産
に

係
る
売
買
契
約
書
そ
の
他
の
そ
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
相
続
人
等
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類

五

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
七
項
又
は
第
十
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類
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イ

災
害
被
災
家
屋
（
政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第
二
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
第
一
号
に
規
定
す

る
災
害
被
災
家
屋
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
被
災
償
却
資
産
（
政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第

二
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
災
償
却
資
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
所
有
し
て
い
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
当

該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
の
所
在
地
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
当
該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資

産
が
平
成
十
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
る
災
害
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
災
害
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
当
該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が

証
す
る
書
類
そ
の
他
の
当
該
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
が
新
潟
県
中
越
沖
地
震
災
害
に
よ
り
滅
失
し
、
又

は
損
壊
し
た
旨
を
証
す
る
書
類

ロ

災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
が
平
成
十
九
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
た
旨
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
災
害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
が
存
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
及
び
災

害
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
家
屋
又
は
償
却
資
産
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
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ハ

政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第
二
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

者
又
は
同
条
第
二
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
六
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
が
、
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
七
項
又
は
第
十
八
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
号
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第

二
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
同
条
第
二
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
十
六
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
戸
籍
の
謄
本
又
は
法
人
に
係
る
登
記
事
項
証

明
書
、
同
条
第
二
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
被
災
償
却
資
産
に

係
る
売
買
契
約
書
そ
の
他
の
そ
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
相
続
人
等
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類

附
則
第
八
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
第
十
条
の
二
を
削
る
。

附
則
第
十
二
条
第
五
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
」
に
改
め
、
「
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
を
、
「

平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
の
下
に
「
又
は
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
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向
上
達
成
車
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
六
号
」
に
、
「
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
四
号
」
に
、
「
平
成
二
十
二
年

度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
を
「
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
又
は
平
成
二

十
二
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
に
、
「
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
を

「
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
又
は
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
附
則
第
三
十
二
条
第
六
項
又
は
第
七
項
」
を
「
附
則
第
三
十
二
条
第
七
項
又
は
第
八

項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
中
「
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
第
一
号
」
に
、

「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
」

を
「
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

法
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
基
準
と
す
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る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

８

法
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も

の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
実
施
要
領
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車
（
当
該
自
動
車
に
係

る
自
動
車
検
査
証
に
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
限

る
。
）
と
す
る
。

９

法
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
軽
油
自
動
車
で
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
専
ら
乗
用
の
用
に
供
す
る
乗
車
定
員
十
人
以
下
の
自
動
車
と
す
る
。

法
附
則
第
三
十
二
条
第
十
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

10
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
七
号
の
基
準
と
す

る
。

附
則
第
十
二
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
政
令
附
則
第
十
六
条
の
二
の
九
の
施
設
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
附
則
第

十
六
条
の
二
の
九
第
一
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
の
九
」
に
、
「
第
十
六
条
の
十
二
の
四
に
規
定
す
る
」
を
「
次
の
表
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の
上
欄
に
掲
げ
る
業
種
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
下
欄
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

業

種

施

設

一

か
ん
き
つ
果
汁
製
造
業

搾
汁
設
備
を
有
す
る
施
設

二

非
か
ん
き
つ
果
汁
製
造
業

搾
汁
設
備
を
有
す
る
施
設

三

パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
缶
詰
製
造
業

剥
皮
芯
抜
設
備
を
有
す
る
施
設

四

こ
ん
に
や
く
粉
製
造
業

こ
ん
に
や
く
粉
の
生
産
の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施

設

五

ト
マ
ト
加
工
品
製
造
業

搾
汁
設
備
を
有
す
る
施
設

六

甘
し
よ
で
ん
粉
製
造
業

で
ん
粉
の
生
産
の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施
設

七

馬
鈴
し
よ
で
ん
粉
製
造
業

で
ん
粉
の
生
産
の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施
設

八

米
加
工
品
製
造
業

米
殻
粉
、
包
装
も
ち
、
加
工
米
飯
、
米
菓
生
地
及
び
和
生

菓
子
（
米
を
原
材
料
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
生
産
の

用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施
設

九

麦
加
工
品
製
造
業

精
選
設
備
を
有
す
る
施
設
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十

乳
製
品
製
造
業

乳
製
品
の
生
産
の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施
設
（
チ

ー
ズ
製
造
業
に
あ
つ
て
は
、
凝
乳
設
備
を
有
す
る
施
設
）

十
一

牛
肉
調
整
品
製
造
業

急
速
冷
凍
設
備
を
有
す
る
施
設

十
二

豚
肉
調
整
品
製
造
業

急
速
冷
凍
設
備
を
有
す
る
施
設

附
則
第
十
二
条
の
四
第
二
項
を
削
る
。

附
則
第
十
五
条
の
二
及
び
第
十
五
条
の
三
を
削
る
。

附
則
第
十
七
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
四
項
若
し
く
は
第
十
項
」
を
「
附
則

第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
八
項
若
し
く
は
第
十
八
項
」
に
、
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
、
「
特
定
口
座
年
間
取
引

報
告
書
等
」
を
「
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
の
十
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書
又
は

そ
の
写
し
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
特
定
口
座
」
を
「
法
附
則

第
三
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
口
座
（
前
年
に
お
い
て
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
一
の
四
第
一

項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
口
座
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
合
計
表
（
政
令
附

則
第
十
八
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
合
計
表
を
い
う
。
）
」
を
「
政
令
附
則
第
十
八
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
合
計
表
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」
に
、
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一

項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

附
則
第
十
九
条
第
二
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
四
項
又
は
第
十
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
八

項
又
は
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
二
項
又
は
第
八
項
」
を
「
附

則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
六
項
又
は
第
十
六
項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
又
は
第
七
項
」
を
「
同
条
第
五
項
又
は
第
十
五
項

」
に
、
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
四
項
又
は
第
十
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
八
項
又
は
第
十
八
項
」

に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
十
二
項
第
一
号
」
を
「
第
十
七
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
中
「
第
二
十
二
項
第
八
号
」
を
「
第
十
七
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
六
項
第
一
号
」
を
「
第

二
十
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「

第
十
四
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
、
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
、
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同

条
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
旧
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
か
ら
移
行
し
た
法
人
等
に
係
る
地
方
税
の
特
例
）

第
二
十
三
条

法
附
則
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
社
団
法
人
又
は
特
定
一
般
財
団
法
人
に
つ
い
て
は
、
公

益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
と
み
な
し
て
、
第
七
条
の
三
の
三
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

法
附
則
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
一
般
社
団
法
人
又
は
特
定
一
般
財
団
法
人
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

認
可
取
消
社
団
法
人
又
は
認
可
取
消
財
団
法
人
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
非
営
利
型
法
人
に
該
当
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
と
み
な
し
て
、
第
二
十
四
条
の
七
第
二
号
の
規
定
を

適
用
す
る
。

第
五
号
の
五
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第
五
号
の
五
の
二
様
式

挿
入

第
十
号
の
四
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
号
の
五
様
式

挿
入

第
号

の
５

様
式

記
載

要
領

1
0

１
こ

の
申

請
書

は
法

第
条

の
２

第
１

項
第

条
の

４
第

１
項

第
条

の
の

２
第

１
項

又
は

第
条

の
の

４
5
5

5
5

7
2

3
9

7
2

3
9

、
、

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
き

徴
収

の
猶

予
を

申
請

す
る

場
合

に
使

用
す

る
こ

と
。

２
＊

印
の

欄
は

記
載

し
な

い
こ

と
。自

動
車

控
除

自
動

車
控

除
重

量
車

基
準

第
十
六
号
の
九
様
式
中
「ﾊ

ｲ
ﾌ゙

ﾘ
ｯ
ﾄ゙

(
2
.
0
%

)

」
を
「ﾊ

ｲ
ﾌ゙

ﾘ
ｯ
ﾄ゙

(
1
.
8
%

)

」
に
、
「

「

･
ｶ゙

ｽ
･
ﾒ
ﾀ
ﾉー

ﾙ
1
7

ｶ゙
ｽ

１

.

電
気

天
然

自
動

車
２

.

年
排

1
7

ｶ゙
ｽ
7
5
%

+
1
0
%

ｶ゙
ｿ
ﾘ
ﾝ
･
L
P
G

３

.

年
排

低
減

か
つ

燃
費

達
成

４

.

５
.

車
新

車
新

規
登

録
後

年
超

適
合

車
低

排
出

基
準

適
合

乗
用

車

」
を
「

ｶ゙
ｽ

」
に
、

ﾃ゙
ｨー

ｾ゙
ﾙ

1
1

低
減

か
つ

燃
費

達
成

１

.

電
気

天
然

自
動

車
２

.

年
排

低
減

か
つ

燃
費

7
5
%

+
2
0
%

「

･
ｶ゙

ｽ
･
ﾒ
ﾀ
ﾉー

ﾙ
1
7

ｶ゙
ｽ
7
5
%

車
新

車
新

規
登

録
後

年
超

３
.

年
排

低
減

か
つ

燃
費

達
成

４

.

車
新

車
新

規
登

録
1
3

1
7

ｶ゙
ｽ
7
5
%

+
1
5
%

ｶ゙
ｿ
ﾘ
ﾝ
･
L
P
G
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５

.

車
新

車
新

規
登

録
後

年
超

６

.

年
排

低
減

か
つ

燃
費

を

ﾃ゙
ｨー

ｾ゙
ﾙ

1
1

1
7

ｶ゙
ｽ
7
5
%

７

.

年
排

低
減

か
つ

燃
費

達
成

」

1
7

ｶ゙
ｽ
7
5
%

+
1
0
%

達
成

+
2
5
%

後
年

超
1
3

に
改
め
る
。

+
2
0
%
達

成

」

第
二
十
二
号
の
二
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第
二
十
二
号
の
二
の
二
様
式

挿
入

第
号

の
２

の
２

様
式

記
載

要
領

2
2

１
こ

の
申

請
書

は
法

第
条

の
の

２
第

１
項

又
は

第
条

の
の

３
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
徴

収
の

猶
予

を
申

3
2
1

1
1

3
2
1

1
1

請
す

る
場

合
に

使
用

す
る

こ
と

。
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２
＊

印
の

欄
は

記
載

し
な

い
こ

と
。

第
二
十
五
号
の
二
様
式
記
載
要
領
６
中
「

1
6

」
を
「

1
5

6
1
5

9

」
に
改
め
る
。

附
則

第
条

附
則

第
条

の
か

ら
第

条
の

ま
で

第
二
十
六
号
様
式
（
提
出
用
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
六
号
様
式
（
提
出
用
）

挿
入

第
二
十
六
号
様
式
（
入
力
用
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
六
号
様
式
（
入
力
用
）

挿
入

第
三
十
号
様
式
（
別
表
及
び
記
載
心
得
を
除
く
。
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
号
様
式
（
別
表
及
び
記
載
心
得
を
除
く
。
）

挿
入
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第
三
十
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
三
号
様
式

挿
入

（
地
方
道
路
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
道
路
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
総
理
府
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
一
般
国
道
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
」
を
加
え
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
一
般
国
道
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
一
般
国
道
」
の
下
に

「
、
高
速
自
動
車
国
道
」
を
加
え
、
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

道

路

の

種

別

率

指
定
区
間
内
の
一
般
国
道

〇
・
八

一
般
国
道
（
橋
り
よ
う
を
除
く
。
）

指
定
区
間
外
の
一
般
国
道

一
・
〇
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高
速
自
動
車
国
道
（
橋
り
よ
う
を
除
く
。
）

〇
・
八

都
道
府
県
道
（
橋
り
よ
う
を
除
く
。
）

一
・
〇

橋
り
よ
う

四
・
〇

第
七
条
第
一
項
中
「
一
般
国
道
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
」
を
加
え
る
。

（
石
油
ガ
ス
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

石
油
ガ
ス
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
自
治
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
一
般
国
道
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
の
二
の
改
正
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日
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二

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
一
条
の
十
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
」
を
「
株
式
会
社
商
工
組

合
中
央
金
庫
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
規
則
第
十
六
条
の
十
二
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
規
則
第
二
十
四
条

の
十
二
の
改
正
規
定
（
「
大
規
模
野
菜
低
温
貯
蔵
庫
及
び
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
六
条
の
規
定

平

成
二
十
年
十
月
一
日

三

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
二
条
の
三
の
改
正
規
定

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

四

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
一
条
の
十
二
の
二
、
第
一
条
の
十
二
の
三
及
び
第
一
条
の
十
五
の
改
正
規
定
、
同
規

則
第
二
条
第
一
項
の
表
の
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
規
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
改
正
規
定
、
第

二
条
の
六
及
び
第
九
条
の
四
の
改
正
規
定
並
び
に
同
規
則
第
九
条
の
五
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

二
条
第
三
項
の
規
定

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

五

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
四
項
若
し
く

は
第
十
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
八
項
若
し
く
は
第
十
八
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
規
則

附
則
第
十
九
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
二
年
一
月
一
日

六

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
二
条
の
三
並
び
に
同
規
則
附
則
第
十
五
条
の
二
及
び
第
十
五
条
の
三
の
改
正
規
定
並
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び
に
同
規
則
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の

二
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

七

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
三
の
三
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条
の
七
の
改
正
規
定
並
び
に
同
規
則
附
則
第

三
条
の
二
の
二
十
二
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
三
条
の
二
の
二
十
六
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
規
則
附

則
第
六
条
に
四
項
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
条
第
九
十
八
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
規
則
附
則
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
）

八

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
六
条
に
四
項
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
条
第
九
十
七
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

号
）

の
施
行
の
日

附
則
第
九
条
の
規
定
（
別
表
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
項
中
「
附
則
第
五
条
の
四
第
三

九
項
及
び
第
八
項
」
の
下
に
「
、
第
十
五
条
の
七
第
三
項
」
を
加
え
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
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（
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
十
三
第
一
項
の

規
定
は
、
平
成
二
十
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
十
九
年
度
分

ま
で
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
規
則
第
一
条
の
十
五
の
規
定
は
、
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
納
税
義
務
者
が
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以

後
に
支
払
う
べ
き
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
一
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。

る
改
正
後
の
地
方
税
法
第
三
十
四
条
第
五
号
の
三
に
規
定
す
る
掛
金
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
損
害

）
第
一
条
の
規
定
に
よ

保
険
契
約
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
納
税
義
務
者
が
同
日
前
に
支
払
う
べ
き
改
正
法

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
第
五
号
の
三
に
規
定
す
る
掛
金
に

係
る
同
号
に
規
定
す
る
損
害
保
険
契
約
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
規
則
第
五
号
の
五
の
二
様
式
は
、
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い

て
適
用
し
、
平
成
二
十
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

改
正
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
規
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定
に
基
づ
く
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
条
第
九

項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
新
規
則
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日

以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す

る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
法
人
に
よ
る
不
動
産
の
取
得
で
あ
っ
て
附
則
第
一
条
第
七
号

に
定
め
る
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
九
年
総
務
省
令
第
百
二
十
四
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り

旧
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
第
二
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者
の
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二

の
十
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
み
な
さ
れ
た
者
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
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る
者
と
み
な
す
。

一

旧
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者

新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
十
二

第
二
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
者

二

旧
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者

新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
十
二

第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

（
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
規
則
附
則
第
六
条
第
十
三
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
取
得
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
施
設
に

対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
取
得
さ
れ
た
旧
規
則
第

六
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
施
設
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
規
則
附
則
第
六
条
第
三
十
六
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て

取
得
さ
れ
た
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

に
旧
規
則
附
則
第
六
条
第
三
十
九
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て
取
得
さ
れ
た
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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３

新
規
則
附
則
第
六
条
第
四
十
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
取
得
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
機
械
そ
の

他
の
設
備
に
対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
取
得
さ
れ

た
旧
規
則
附
則
第
六
条
第
四
十
九
項
に
規
定
す
る
機
械
そ
の
他
の
設
備
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

４

新
規
則
附
則
第
六
条
第
六
十
九
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て

取
得
さ
れ
た
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

に
旧
規
則
附
則
第
六
条
第
八
十
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て
取
得
さ
れ
た
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

新
規
則
附
則
第
六
条
第
七
十
三
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
取
得
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
施
設
に
対

し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
取
得
さ
れ
た
旧
規
則
附
則

第
六
条
第
八
十
四
項
に
規
定
す
る
施
設
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

新
規
則
附
則
第
六
条
第
七
十
四
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
取
得
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
設
備
を
設

置
す
る
た
め
の
事
業
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
停
車
場
建
物
等
に
対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
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産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
取
得
さ
れ
た
旧
規
則
附
則
第
六
条
第
八
十
五
項
に
規
定
す
る
設
備
を

設
置
す
る
た
め
の
事
業
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
停
車
場
建
物
等
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７

新
規
則
附
則
第
六
条
第
八
十
七
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て

取
得
さ
れ
た
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
一
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し

、
同
日
前
に
旧
規
則
附
則
第
六
条
第
九
十
八
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て
取
得
さ
れ
た
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８

市
町
村
は
、
平
成
二
十
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
地
方
税
法
第
三
百
四
十
一
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
償
却
資
産

課
税
台
帳
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
六
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

地
方
税
法
第
三
百
八
十
三
条
（
同
法
第
七
百
四
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
っ
て

市
町
村
長
（
同
項
に
お
い
て
同
法
第
三
百
八
十
三
条
を
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
道
府
県
知
事
）
に
提
出
す
べ
き
償
却

資
産
に
係
る
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
規
則
第
二
十
六
号
様
式
に
か
か

わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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地
方
税
法
第
三
百
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
に
提
出
す
べ
き
固
定
資
産
に
係
る
申
告
書
の

10
様
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
規
則
第
三
十
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
町
村
は
、
平
成
二
十
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
地
方
税
法
第
四
百
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
評
価
調
書
の
様
式

11
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
三
十
三
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

新
規
則
第
十
六
号
の
九
様
式
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
翌
日
以
後
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動

車
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
事
業
所
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

旧
規
則
第
二
十
四
条
の
十
二
に
規
定
す
る
資
金
（
農
林
漁
業
金
融
公
庫
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
又
は
国
民
生
活
金
融

公
庫
の
資
金
に
限
る
。
）
の
貸
付
け
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
施
設
に
係
る
事
業
所
等
（
地
方
税
法
第
七
百
一
条
の
三
十
一
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
事
業
所
等
を
い
う
。
）
に
お
い
て
行
う
事
業
に
対
し
て
課
す
る
事
業
所
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
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前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
道
路
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
道
路
譲
与
税
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
及
び
第
七
条
第
一
項
の

規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
度
分
の
地
方
道
路
譲
与
税
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
年
度
分
ま
で
の
地
方
道
路
譲
与
税
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
石
油
ガ
ス
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
油
ガ
ス
譲
与
税
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
度
分

の
石
油
ガ
ス
譲
与
税
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
年
度
分
ま
で
の
石
油
ガ
ス
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五

年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
六
項
」
を
「
附
則
第

三
十
五
条
の
三
第
十
四
項
」
に
改
め
、
「
附
則
第
五
条
の
四
第
三
項
及
び
第
八
項
」
の
下
に
「
、
第
十
五
条
の
七
第
三
項
」
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を
加
え
、
「
第
十
六
条
第
九
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
九
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

別
表
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
及
び
納
付
金
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
項
を
次
の

う
に
改
め
る
。

よ

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
（

第
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
条
、
第
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
十

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
二
号
）

九
条
第
一
項

別
表
地
方
税
法
施
行
令
の
項
中
「
第
六
条
の
十
二
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
九
の
八
第
二
項
、
第
九
条
の
九
の
九

第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
」
を
、
「
第
三
十
九
条
の
十
二
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八

条
の
十
五
の
三
第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
十
五
の
四
第
二
項
」
を
、
「
第
六
条
の
十
一
第
一
項
（
第
一
条
」
の
下
に
「
、
第

九
条
の
九
の
八
第
二
項
、
第
九
条
の
九
の
九
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
、
第
四
十
八

条
の
十
五
の
三
第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
十
五
の
四
第
二
項
」
を
加
え
、
「
第
十
二
条
の
二
第
二
十
二
項
」
を
「
第
十
二
条

の
二
第
三
十
項
」
に
改
め
る
。

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
及
び
納
付
金
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
総
理
府
令
第
三
十
一
号

別
表

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

）
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国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
施

第
二
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
総
理
府
令
第

び
第
三
条

三
十
一
号
）


